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免税販売時の現状の課題と IC ｶｰﾄﾞ化によるﾒﾘｯﾄ 

 
１．現状の免税販売時の会計の流れ 
 

(1) 免税制度を使用するかの確認 
(2) ﾊﾟｽﾎﾟｰﾄ及び入国日の確認 
(3) 免税制度の概要説明 
(4) 免税ﾓｰﾄﾞでの決済 
(5) PDA を利用したﾊﾟｽﾎﾟｰﾄ情報の読み取りもしくは、購入記録票への記載（手書き） 
(6) 購入者誓約書に客様のｻｲﾝをいただく。 
(7) 購入記録票の内容確認、領収証の添付、「輸免」印の割り印押印処理。 
(8) 商品の袋詰め 
(9) 注意事項の説明をした上で商品のお渡し。 

 
２．現状の課題と IC ｶｰﾄﾞ化によるﾒﾘｯﾄ 
 

(1) 会計に際してのﾊﾟｽﾎﾟｰﾄ情報の確認作業が煩雑であり、会計時間が長くなっている。 
 

   現状、PDA を使用してﾊﾟｽﾎﾟｰﾄ情報を読み取るｵﾍﾟﾚｰｼｮﾝの場合、1 人当たりの会計 
時間は、約 5 分。PDA での読み取りが不可能で手書きのｵﾍﾟﾚｰｼｮﾝになった場合、 
約 10 分かかる。 
 

  →IC ｶｰﾄﾞ化により大幅な時間短縮につながり、お客様を待たせる時間の短縮に 
つながる。1 日当たり処理人数が大幅に改善する。 

 
(2) 自動化ｹﾞｰﾄを通過したお客様で証印をもらい忘れていた場合、免税販売が不可能に 

なっている。 
 
  →IC ｶｰﾄﾞ化によりﾊﾟｽﾎﾟｰﾄ情報がﾃﾞｰﾀ化されれば、このような事態の解消につながる。 
 
 



 

(3)ﾊﾟｽﾎﾟｰﾄをﾎﾃﾙ等に忘れてきたお客様に対し免税販売ができない。 
 
→IC ｶｰﾄﾞ化によりﾊﾟｽﾎﾟｰﾄ情報がﾃﾞｰﾀ化されれば、ﾙｰﾙ決めをする必要はあるが、 
 ﾊﾟｽﾎﾟｰﾄがなくても販売するｵﾍﾟﾚｰｼｮﾝが可能となる。 
 
(4)免税対応専用ﾚｼﾞの設置 

 
免税販売のｵﾍﾟﾚｰｼｮﾝ上、1 人当たりの会計に時間がかかることから、免税専用ﾚｼﾞを 
設置するｵﾍﾟﾚｰｼｮﾝをせざるを得ない。 

 
 →IC ｶｰﾄﾞ化により、1 人当たりの時間短縮につながれば、通常ﾚｼﾞでの対応が可能と 

なり、小売側にとっては効率化となる。 
 
３．その他現場からの声 
 

(1) IC ｶｰﾄﾞ化する場合にｸﾚｼﾞｯﾄｶｰﾄﾞ機能をつけて、その IC ｶｰﾄﾞで決済もできるような 
ｵﾍﾟﾚｰｼｮﾝになれば、お客様にとっても利便性が向上する。 

 
(2) 消耗品（医薬品、食品、化粧品、日用品、お酒、たばこ等）、一般品（家電、時計、

衣料品、書籍等）の免税物品の分類はもう少し簡素化（可能ならば統一化）できない

か？消耗品と一般品が 1 人当たりの会計で混在する場合、ｵﾍﾟﾚｰｼｮﾝ上、かなり煩雑と 
なり、会計に時間を要する。 

 
＜別添資料１＞ 
免税販売時の手順書 

 
＜別添資料２＞ 
 PDA 操作ﾏﾆｭｱﾙ 
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